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No.69
『
名
城
論
叢
』

第
十
八
巻　

第
一
号　

付
録

二
〇
一
七
年
七
月
十
五
日

名
城
大
学　

経
済
・
経
営
学
会　

発
行

奥
出
雲
た
た
ら
紀
行

―
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
源
流
を
巡
る

経
営
学
部　

田　

中　

武　

憲

は
じ
め
に

　

二
〇
一
五
年
七
月
、
関
係
者
の
長
年
の
努
力
に
よ
っ
て
、
福
岡
県
の
八

幡
製
鐵
所
や
長
崎
県
の
端
島
炭
坑
（
通
称
「
軍
艦
島
」）、
岩
手
県
の
橋
野

鉄
鉱
山
な
ど
が
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
―
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、

石
炭
産
業
」
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
は
、
三
菱
重
工
長
崎
造
船
所
所
有
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
カ
ン

チ
レ
バ
ー
ク
レ
ー
ン
な
ど
今
な
お
現
役
で
稼
働
し
て
い
る
設
備
も
あ
り
、

一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
構
成
資
産
に
は

世
界
遺
産
登
録
後
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
詰
め
か
け
、
地
域
振
興
に
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
五
・
二
〇
一
六
年
度
、
私
は
経
営
学
部
の
専
門
実
習
科
目
「
社

会
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
九
州
）」
に
て
、「
九
州
か
ら
見
る
日
本
の
モ
ノ

づ
く
り
一
〇
〇
年
の
歴
史
と
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
生
を
引
率
し
て
福

岡
と
長
崎
の
い
く
つ
か
の
構
成
資
産
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
特
に
一
九
七
四

年
の
閉
山
後
、
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
、
同
じ
く
炭
鉱
で
栄
え
た
高
島
や

対
岸
の
野
母
崎
か
ら
そ
の
特
異
な
外
観
を
眺
め
る
し
か
な
か
っ
た
軍
艦
島

は
、
連
日
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
、

以
前
の
無
人
島
か
ら
一
変
し
た
そ
の
様
子
に
驚
い
た
次
第
で
す
。

　

現
在
、
私
は
経
営
学
部
に
所
属
す
る
一
教
員
と
し
て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

な
ど
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
て
調
査
・
研
究
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
後
は
ト
ヨ
タ
が
推
進
す
る
中
部
・
九

州
・
東
北
と
い
う
「
国
内
三
極
体
制
」
を
背
景
に
、
自
動
車
産
業
の
集
積

が
進
む
九
州
と
東
北
に
も
定
期
的
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
京
都
で
の
学
生
時
代
は
経
済
学
部
〜
経
済
学
研
究
科
に
所
属
し
、

自
動
車
産
業
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
、
赤
松
要
先
生
が
提
唱
し
、
そ
の
一

番
弟
子
で
あ
る
小
島
清
先
生
が
精
緻
化
し
た
「
雁
行
形
態
論
」
の
視
点
か

ら
研
究
し
て
い
た
た
め
、
世
界
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
た
わ
が
国
独
自
の
近

代
工
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
も
強
い
興
味
と
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
縁
あ
っ
て
一
九
九
九
年
に
名
城
大
学
に
赴
任
し
ま
し
た
際

は
、
当
地
が
主
た
る
研
究
対
象
で
あ
る
ト
ヨ
タ
の
本
拠
地
で
あ
る
と
と
も
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に
、
赤
松
先
生
が
「
雁
行
形
態
論
」
を
生
み
出
し
た
名
古
屋
高
等
商
業
学

校
産
業
調
査
室
（
現
・
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
・
大
学
院
経
済
学
研
究
科
）

に
近
い
こ
と
も
、
不
思
議
な
縁
と
喜
び
を
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 　

よ
っ
て
、
現
在
も
各
地
の
調
査
活
動
に
お
い
て
は
、
訪
問
先
の
企
業
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
土
地
固
有
の
産
業
や
技
術
、
人
物
の
歴
史
に
も
目
を
向

け
る
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
、
上
述
の
よ
う
に
、
近
年
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
は
じ
め
愛
知
に
本
拠
を
置
く
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
の
進
出
と
集
積
が

進
む
九
州
（
福
岡
県
・
鹿
児
島
県
）、
東
北
（
岩
手
県
）
の
も
の
づ
く
り

の
歴
史
的
基
盤
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
名
城
論
叢
』
掲
載
の
拙
稿
を

ご
笑
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 　
「
学
部
長
に
就
任
す
る
と
、
挨
拶
を
兼
ね
た
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
こ
と
が

慣
例
」（『
名
城
大
学
経
済・経
営
学
会
会
報
』、No.  61

、二
〇
一
五
年
七
月
、

一
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
瀬
川
新
一
前
・
経
営
学
部
長
か
ら
の
引
き
継
ぎ
を
受

け
ま
し
て
、
本
稿
で
は
世
界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
前

史
か
つ
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
源
流
で
あ
り
、
わ
が
国
固
有
の
産
業
技
術

と
し
て
世
界
的
に
も
高
い
価
値
を
持
つ
「
た
た
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、
奥
出

雲
地
方
に
残
る
産
業
遺
産
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

一　

奥
出
雲
地
方
に
お
け
る
た
た
ら
製
鉄 

 　

赤
松
先
生
が
は
じ
め
に
提
唱
さ
れ
た
「
雁
行
形
態
論
」
は
、
貿
易
（
比

較
優
位
）
構
造
の
動
態
変
化
に
着
目
し
、
わ
が
国
の
近
代
工
業
化
、
産
業

発
展
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
一
産
業
に
お
け
る
輸
入
、
生
産
及
び
輸
出
の
雁

行
的
発
展
」）

1
（

と
定
式
化
し
た
こ
と
に
始
ま
る
の
で
す
が
、
日
本
に
お
け
る

鉄
の
使
用
（
大
陸
か
ら
の
伝
来
と
輸
入
）
お
よ
び
そ
の
生
産
の
時
期
は
諸

説
あ
り
、
ま
ず
前
者
は
福
岡
県
糸
島
市
の
石
崎
曲
り
田
遺
跡
な
ど
か
ら
お

お
よ
そ
紀
元
前
三
〜
四
世
紀
の
縄
文
時
代
晩
期
、
後
者
は
近
年
の
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、
古
く
は
広
島
県
三
原
市
の
小
丸
遺
跡
か
ら
三
世
紀
の
弥
生

時
代
後
期
に
遡
る
説
も
登
場
し
て
い
ま
す
。 
 　

そ
し
て
、
本
格
的
な
鉄
の
「
国
産
化
」
と
し
ま
し
て
は
、
初
期
に
は
鉄

鉱
石
を
原
料
と
し
ま
し
た
が
、
平
安
時
代
以
後
は
砂
鉄
を
原
料
と
し
、
粘

土
で
築
い
た
炉
で
木
炭
と
と
も
に
燃
焼
さ
せ
て
、
砂
鉄
に
含
ま
れ
る
不
純

物
を
還
元
分
離
す
る
「
た
た
ら
（
鑪
）」
製
鉄
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。 

 　

た
た
ら
と
は
、
高
い
製
鉄
技
術
を
誇
っ
た
タ
タ
ー
ル
人
に
由
来
す
る
説

や
韃
靼
語
で
猛
火
を
意
味
す
る
タ
タ
ト
ル
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
熱
を

意
味
す
る
タ
ー
タ
ラ
な
ど
語
源
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、「
地
蹈
鞴
（
ま
た

は
地
踏
鞴
：
じ
だ
た
ら
）
を
踏
む
」
が
転
じ
て
「
地
団
駄
を
踏
む
」
と
い

う
言
葉
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
は
じ
め
製
鉄
炉
に
風
を
送
る
「
鞴
（
ま
た天秤鞴で「地蹈鞴（地団駄）を踏む」
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は
吹
子
：
ふ
い
ご
）」
を
意
味
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
た
た
ら
は
炉
そ
の

も
の
や
炉
を
中
核
設
備
と
す
る
建
屋
で
あ
る
「
高
殿
（
た
か
ど
の
）」、
さ

ら
に
は
こ
れ
ら
を
使
用
し
た
製
鉄
技
術
全
般
か
ら
完
成
品
そ
の
も
の
も
表

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 　

た
た
ら
は
全
国
各
地
で
そ
の
痕
跡
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
と
り
わ
け
現
在

の
島
根
県
・
奥
出
雲
地
方
の
た
た
ら
で
生
産
さ
れ
た
良
質
な
鉄
（
銑
鉄
と

鋼
）
は
、
江
戸
後
期
に
は
全
国
の
約
八
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
、
そ
の
光
景

は
（
女
性
が
主
役
と
な
っ
た
生
産
現
場
な
ど
独
自
の
世
界
観
を
織
り
交
ぜ

つ
つ
も
）
一
九
九
七
年
公
開
の
映
画
『
も
の
の
け
姫
』
の
モ
デ
ル
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 　

既
述
の
よ
う
に
、
た
た
ら
は
製
鉄
の
原
燃
料
と
し
て
砂
鉄
と
木
炭
を
使

用
し
、
た
と
え
ば
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
の
田
儀
櫻
井
家
・
奥
原
鑪
の

一
回
の
操
業
（「
一
代
」）
で
は
、
お
よ
そ
一
八・九
ｔ
の
砂
鉄
と
一
三・五

ｔ
の
木
炭
を
使
用
し
て
四・五
ｔ
の
銑
鉄
を
生
み
出
し
ま
し
た
（
２
）。
さ
ら
に
、

木
炭
の
生
産
に
は
そ
の
約
四
倍
の
生
木
、
面
積
に
し
て
一
ha
以
上
の
森
林

資
源
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
た
た
ら
を
中
心
と
し
た
生
産
と
生
活
の
共
同

体
で
あ
る
「
山
内
（
さ
ん
な
い
）」
は
、
そ
の
近
郊
に
良
質
か
つ
大
量
の

砂
鉄
と
森
林
を
必
要
と
し
、「
小
鉄
七
里
に
、
炭
三
里
」（
砂
鉄
は
山
内
か

ら
七
里
以
内
、
よ
り
バ
ル
キ
ー
で
輸
送
効
率
の
悪
い
木
炭
は
三
里
以
内
で

調
達
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

 　

お
よ
そ
一
億
年
前
の
火
山
活
動
に
由
来
す
る
花
崗
岩
が
地
盤
の
山
陰
地

方
は
、「
真
砂
（
ま
さ
）」
と
呼
ば
れ
る
不
純
物
の
少
な
い
良
質
な
砂
鉄
を

豊
富
に
産
出
し
、
近
世
か
ら
「
鉄
穴
（
か
ん
な
）
流
し
」
と
呼
ば
れ
る
人

工
の
河
川
を
利
用
し
た
比
重
選
鉱
法
に
よ
る
砂
鉄
の
採
取
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
し
、
土
砂
に
含
ま
れ
る
砂
鉄
の
量
は
わ
ず
か
〇・五
〜
二
％

で
あ
り
、
鉄
穴
流
し
は
灌
漑
用
水
な
ど
下
流
の
農
業
に
悪
影
響
を
与
え
た

た
め
、
一
時
、
松
江
藩
に
よ
り
禁
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
に
藩
の
収
入

増
大
を
目
的
に
農
閑
期
に
限
っ
て
解
禁
さ
れ
、
冬
季
の
農
民
の
貴
重
な
収

入
源
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
堆
積
し
た
土
砂
は
新
た
な
耕
作
地
と
し

て
今
日
の
美
し
い
棚
田
の
景
色
を
作
り
出
し
、「
東
の
魚
沼
、
西
の
仁
多
」

と
称
さ
れ
る
高
級
米
「
仁
多
米
」
の
産
地
と
な
り
ま
し
た
。 
 　

昭
和
四
七
年
、
水
質
保
全
の
た
め
鉄
穴
流
し
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町
の
「
羽
内
谷
鉄
穴
流
し
本
場
」
で
は
、
実
際
に

同
年
ま
で
稼
働
し
て
い
た
全
国
で
唯
一
の
遺
構
が
稼
働
可
能
な
状
態
で
大

切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 　

ま
た
、
近
海
で
寒
流
と
暖
流
が
交
わ
る
山
陰
地
方
の
湿
潤
な
自
然
環
境

は
、
松
・
楢
・
樅
な
ど
の
生
育
を
促
し
、
木
炭
も
大
量
に
供
給
で
き
ま
し

た
。
一
方
、
相
対
的
に
森
林
資
源
に
乏
し
い
イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
の
枯
渇
に

よ
り
製
鉄
業
が
一
時
、
衰
退
し
た
も
の
の
、
そ
の
制
約
条
件
は
木
炭
に
代

わ
り
石
炭
（
コ
ー
ク
ス
）
を
原
料
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
と

な
り
ま
し
た
（
３
）  。 

 　

な
お
、
鉄
穴
流
し
に
よ
る
土
砂
の
採
掘
と
木
炭
の
生
産
に
伴
う
森
林
伐

採
は
、
周
辺
の
自
然
環
境
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
た
び
た
び
斐
伊
川
の
氾

濫
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説
」
を
生

み
出
し
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。 

 　

以
上
の
よ
う
な
製
鉄
技
術
の
発
達
に
適
し
た
立
地
優
位
性
を
背
景
と
し

て
、
奥
出
雲
で
は
真
砂
砂
鉄
か
ら
直
接
、
き
わ
め
て
良
質
の
鋼
を
精
錬
す

る
「
鉧
（
け
ら
）
押
し
法
（
三
日
押
し
法
）」
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
（
４
）  。

島
根
県
浜
田
市
で
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
（
当
時
）
で
採
鉱
と
冶
金
を

学
ん
だ
俵
国
一
教
授
は
、
た
た
ら
で
精
錬
さ
れ
た
日
本
独
自
の
鋼
を
「
和
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鋼
」
と
名
付
け
、
和
鋼
を
原
料
と
す
る
日
本
刀
を
科
学
的
に
研
究
し
、
大

き
な
功
績
を
あ
げ
ま
し
た
。 

 

二　

奥
出
雲
の
「
鉄
師
御
三
家
」 

 　

た
た
ら
で
は
、「
一
床
・
二
土（
炉
に
使
用
す
る
粘
土
の
質
）・
三
村
下（
む

ら
げ
：
た
た
ら
の
総
責
任
者
、
技
監
）」
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
炉

の
内
部
温
度
を
安
定
さ
せ
る
と
と
も
に
、
水
蒸
気
爆
発
の
危
険
を
除
去
す

る
た
め
に
も
、
除
湿
を
目
的
と
し
た
「
床
」
と
呼
ば
れ
る
炉
の
地
下
構
造

が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
近
世
以
後
、
床
は
大
型
で
複
雑
な
構
造
へ
と

発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
技
術
進
歩
は
同
じ
場
所
で
長
期
間
、
操
業
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
、「
永
代
た
た
ら
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
奥
出
雲

た
た
ら
と
刀
剣
館
」（
奥
出
雲
町
）
で
は
、
通
常
、
地
下
に
埋
設
さ
れ
て

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
巨
大
な
床
の
実
物
大
模
型
を
間
近
に
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 　

江
戸
末
期
ま
で
全
国
的
に
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
た
奥
出
雲
の
た
た
ら
製

鉄
に
お
い
て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
い
わ
ゆ
る
「
鉄
師
御
三

家
」
で
す
。 

 　

そ
の
一
つ
で
あ
る
絲
原
家
は
、
一
六
二
四
年
、
備
後
国
よ
り
奥
出
雲
に

移
住
し
て
は
じ
め
農
林
業
を
営
み
、
一
六
三
六
年
に
た
た
ら
を
開
始
、
以

後
、
生
産
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
、
松
江
藩
鉄
師
頭
取
も
務
め
ま
し
た
。

一
九
二
三
年
ま
で
製
鉄
業
を
続
け
た
絲
原
家
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
木
次
線
の

開
通
に
も
尽
力
し
（
５
）  、
そ
の
関
連
資
料
や
絲
原
家
の
住
居
と
庭
園
は
「
絲
原

記
念
館
」（
奥
出
雲
町
）
に
て
展
示
・
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 
 　

次
に
、「
夜
討
ち
の
大
将
」
の
異
名
を
持
ち
、「
大
坂
冬
の
陣
」
で

は
豊
臣
方
で
奮
闘
し
た
塙
團
右
衛
門
直
之
の
末
裔
で
あ
る
櫻
井
家
は
、

一
六
四
五
年
に
仁
多
郡
上
阿
井
に
移
住
し
、
一
六
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
相

次
い
で
鉄
山
を
入
手
し
て
、
か
つ
て
の
拠
点
（
旧
・
広
島
県
可
部
）
か
ら

「
可
部
屋
」
の
屋
号
を
用
い
て
た
た
ら
を
営
み
ま
し
た
。
松
江
藩
の
鉄
師

頭
取
を
務
め
た
櫻
井
家
に
ま
つ
わ
る
古
文
書
や
資
料
等
は
、「
可
部
屋
集

成
館
」（
奥
出
雲
町
）
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 
 　

最
後
に
、
松
江
藩
鉄
師
筆
頭
を
務
め
た
田
部
家
は
、
現
在
の
雲
南
市
吉

田
町
を
拠
点
と
し
、
一
七
〇
七
年
か
ら
一
九
〇
六
年
の
間
に
鉄
蔵
・
扶
持

蔵
な
ど
多
く
の
蔵
を
建
造
し
、
そ
れ
ら
は
現
在
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
吉
田
町
に
は
現
存
す
る
全
国
唯
一
の
高
殿
で
、
国
指
定
の櫻井家邸宅
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重
要
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
菅
谷
た
た
ら
山
内
」
や
、
た
た
ら
を
営
ん
だ

山
内
の
文
化
、
生
活
を
伝
え
る
「
山
内
生
活
伝
承
館
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

三　

日
本
の
近
代
工
業
化
と
た
た
ら
製
鉄 

 　

一
八
四
〇
〜
四
二
年
の
ア
ヘ
ン
戦
争
や
一
八
五
三
年
の
黒
船
来
航
以

後
、
わ
が
国
で
は
欧
米
列
強
の
軍
事
的
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
薩
摩

藩
な
ど
で
大
砲
を
鋳
造
す
る
た
め
に
西
洋
式
の
製
鉄
技
術
を
導
入
す
る
試

み
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
明
治
の
「
富
国
強
兵
」「
殖
産
興
業
」
政
策
に
よ

り
一
九
〇
一
年
に
官
営
八
幡
製
鐵
所
が
稼
動
を
開
始
す
る
と
、
日
本
古
来

の
た
た
ら
製
鉄
は
衰
退
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 　

一
方
、
そ
の
過
程
の
一
部
で
は
、
西
洋
の
技
術
の
長
所
と
た
た
ら
由
来

の
伝
統
技
術
、
地
場
資
源
と
の
融
合
を
図
る
こ
と
で
、
独
自
の
技
術
が
誕

生
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来
ど
お
り
砂
鉄
と
木
炭
を
原
燃
料
と
し
つ

つ
、
粘
土
製
の
炉
に
代
わ
っ
て
新
た
に
丈
夫
な
耐
火
煉
瓦
製
の
角
炉
（
角

型
小
高
炉
）
と
水
車
を
動
力
源
と
す
る
水
車
鞴
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
良

質
な
銑
鉄
（
木
炭
銑
）
を
連
続
し
て
生
産
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、一
九
三
五
〜
四
五
年
に
操
業
さ
れ
た
槙
原
角
炉
は
、現
在
、

修
復
さ
れ
て
「
た
た
ら
角
炉
伝
承
館
」（
奥
出
雲
町
）
で
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
６
）  。 

 　

島
根
県
の
東
部
に
位
置
し
、
中
海
を
経
て
日
本
海
に
通
じ
る
安
来
市
は
、

北
前
船
の
発
達
と
と
も
に
、
江
戸
後
期
か
ら
新
潟
県
の
三
条
や
福
井
県
の

武
生
、
大
阪
の
堺
、
岐
阜
の
関
な
ど
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
金
属
加
工
業

の
集
積
地
へ
の
奥
出
雲
産
の
鉄
の
積
出
港
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
ド
ジ
ョ

ウ
す
く
い
音
頭
と
し
て
知
ら
れ
る
「
安
来
節
」
も
、
砂
鉄
を
採
取
す
る
姿

が
由
来
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
「
安
来
駅
」
周
辺
に

は
日
立
金
属
安
来
製
作
所
の
工
場
や
関
連
施
設
が
立
ち
並
び
、
刃
物
な
ど

の
原
材
料
と
な
る
高
品
質
の
特
殊
鋼
「
安
来
鋼
（
Ｙ
Ｓ
Ｓ
ヤ
ス
キ
ハ
ガ

ネ
）」
を
生
産
し
て
い
ま
す
。 

 　

日
立
金
属
安
来
製
作
所
は
、
安
価
な
洋
鉄
の
輸
入
増
に
直
面
し
て
い
た

た
た
ら
の
経
営
者
な
ど
が
、
一
八
九
九
年
に
設
立
し
た
雲
伯
鉄
鋼
合
資
会

社
を
源
流
と
し
、
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
期
に
は
鮎
川
義
介
氏
に
経
営
を

委
ね
、
同
氏
は
「
和
鋼
の
法
灯
を
消
し
て
は
な
ら
ぬ
」「
量
よ
り
質
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
経
営
再
建
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 　

ま
た
、
和
鋼
の
技
術
と
伝
統
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
一
九
四
六

鉄穴流しの技法を用いた櫻井家の庭園
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年
、
日
立
製
作
所
安
来
工
場
（
当
時
）
の
付
属
博
物
館
と
し
て
「
和
鋼
記

念
館
」
が
設
立
（
命
名
は
俵
国
一
博
士
に
よ
る
）、
企
業
博
物
館
の
草
分

け
的
存
在
で
あ
る
同
館
は
、
一
九
九
三
年
に
安
来
市
に
移
管
さ
れ
、
現
在

は
「
和
鋼
博
物
館
」
と
し
て
た
た
ら
と
和
鋼
の
貴
重
な
歴
史
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。 

 　

現
在
、
日
立
金
属
安
来
製
作
所
が
た
た
ら
由
来
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
で

生
産
す
る
特
殊
鋼
は
、
関
・
堺
・
三
条
の
「
三
大
産
地
」
が
有
名
で
、
海

外
の
一
流
シ
ェ
フ
に
も
愛
用
者
が
多
い
高
級
和
包
丁
に
使
用
さ
れ
る
ほ

か
、安
全
カ
ミ
ソ
リ
、金
型
、切
削
工
具
、自
動
車
部
品
（
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ・

エ
ン
ジ
ン
バ
ル
ブ
・
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
Ｃ
Ｖ
Ｔ
ベ
ル
ト
・
点
火
プ
ラ
グ
・

シ
ガ
ー
ラ
イ
タ
ー・ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
部
品
な
ど
）、電
子
部
品
（
Ｉ
Ｃ
用
リ
ー

ド
フ
レ
ー
ム
材
・
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
材
な
ど
）
に
加
え
、
近

年
で
は
航
空
機
の
部
品
（
タ
ー
ビ
ン
デ
ィ
ス
ク
・
タ
ー
ビ
ン
ケ
ー
ス
・
リ

ン
グ
用
チ
タ
ン
合
金
な
ど
）
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
最
先
端
の

も
の
づ
く
り
の
技
術
や
産
業
を
支
え
て
い
ま
す
。 

 

未
来
に
向
け
て 

 　

今
日
の
最
新
技
術
や
設
備
を
用
い
て
も
、
完
全
な
分
析
や
再
現
が
難
し

い
と
も
言
わ
れ
る
た
た
ら
と
和
鋼
の
技
術
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
す
で
に
中

世
に
は
完
成
の
域
に
達
し
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。 

 　

た
た
ら
で
は
、
村
下
と
村
下
を
補
佐
す
る
「
炭
坂
（
す
み
さ
か
）」
が

炎
の
色
な
ど
か
ら
炉
の
内
部
状
態
を
判
断
し
、
砂
鉄
と
木
炭
を
炉
に
挿
入

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
量
と
種
類
、
鞴
の
送
風
量
な
ど
を
細
か
く
指
示
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
の
技
術
や
技
法
は
い
わ
ば
「
暗
黙
知
」
と
し
て
村
下
な

ど
ご
く
一
部
の
技
術
者
に
専
有
さ
れ
、
さ
ら
に
村
下
は
厳
し
い
一
子
相
伝

の
世
襲
が
原
則
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
「
形
式
知

化
」
さ
れ
た
り
、
広
く
伝
播
・
普
及
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 　

ま
た
、
た
た
ら
で
は
村
下
な
ど
の
技
術
者
や
鞴
の
送
風
作
業
を
行
う

「
番
子
」）

7
（

  

な
ど
、
高
殿
で
の
製
鉄
作
業
に
直
接
・
間
接
に
従
事
し
た
人
財

に
加
え
、
そ
の
後
工
程
と
し
て
、「
地
金
」
と
呼
ば
れ
る
鉧
か
ら
鋼
を
取

り
出
し
た
残
滓
と
銑
鉄
を
鍛
錬
し
、
刃
物
な
ど
に
用
い
る
錬
鉄
（「
庖
丁

鉄
」「
割
鉄
」）
に
加
工
す
る
「
大
鍛
冶
」
も
あ
わ
せ
て
、
奥
出
雲
各
地
の

山
内
に
は
鉄
の
精
錬
や
加
工
に
関
す
る
高
度
な
技
術
や
知
識
を
身
に
付
け

た
幅
広
い
技
術
者
・
技
能
者
の
集
積
が
あ
り
ま
し
た
。 

 　

た
と
え
ば
、
明
治
一
五
年
こ
ろ
の
櫻
井
家
・
宇
根
鑪
は
、
一
代
の
操
業

に
六
人
の
村
下
（
そ
の
賃
金
は
あ
わ
せ
て
一
円
二
〇
銭
）
の
ほ
か
、
番
子

一
八
人
（
同
二
円
三
四
銭
）、炭
焚
六
人
（
同
六
六
銭
）、鑪
塗
一
二
人
（
同

九
六
銭
）、鉧
折
四
八
人（
同
四
円
三
二
銭
）、人
夫
四
六
人（
同
六
円
六
六
銭
）

と
合
計
一
三
六
人
の
技
術
者
・
作
業
者
が
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
（
８
）  。 

 　

そ
し
て
、
櫻
井
家
四
代
・
勘
左
衛
門
吉
直
が
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年

に
記
し
た
た
た
ら
経
営
の
「
覚
書
」
に
よ
る
と
、
た
た
ら
で
は
鉄
の
価
格

な
ど
の
「
天
の
時
」、
立
地
条
件
で
あ
る
「
地
の
利
」、
村
下
な
ど
製
鉄
に

関
す
る
高
い
技
能
や
ス
キ
ル
を
持
っ
た
「
人
の
和
」
が
重
要
で
あ
り
、
さ

ら
に
「
天
の
時
ハ
地
の
利
に
し
か
ず
、
地
の
利
ハ
人
の
和
ニ
し
か
ず
と
申

候
」
と
、
何
よ
り
も
人
財
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
（
９
）  。 

 　

こ
れ
ら
た
た
ら
に
従
事
し
た
技
術
者
や
作
業
者
の
多
く
は
、
た
た
ら
の

終
了
と
閉
山
後
は
林
業
や
農
業
に
従
事
し
た
と
言
わ
れ
、
た
と
え
ば
絲
原

家
で
は
一
九
二
三
年
に
製
鉄
事
業
を
廃
止
し
た
後
は
、
稲
作
や
牛
馬
の
飼

育
を
中
心
と
し
つ
つ
、
た
た
ら
で
使
用
し
て
い
た
木
炭
を
家
庭
向
け
に
生
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産
・
販
売
す
る
な
ど
し
て
、
多
く
の
従
業
員
の
雇
用
を
維
持
し
ま
し
た
。

戦
後
、
農
地
解
放
や
木
炭
の
需
要
減
に
直
面
す
る
と
、
近
年
で
は
製
材
・

チ
ッ
プ
な
ど
の
山
林
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。 

 　

日
本
鉄
鋼
協
会
は
一
九
七
〇
年
、
ま
さ
し
く
絶
滅
の
危
機
に
あ
っ
た
た

た
ら
製
鉄
を
島
根
県
吉
田
村
（
当
時
）
で
復
元
し
、
そ
の
技
術
の
解
明
と

記
録
を
図
り
、
続
い
て
一
九
七
七
年
に
は
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
が
靖

国
鑪
を
「
日
刀
保
た
た
ら
」
と
し
て
復
元
、
現
在
も
日
立
金
属
安
来
製
作

所
（
鳥
上
木
炭
銑
工
場
）
に
委
託
し
て
、
た
た
ら
に
よ
り
日
本
刀
の
原
材

料
と
な
る
玉
鋼
の
生
産
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 　

一
九
八
七
年
か
ら
「
鉄
の
道
文
化
圏
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
き

た
安
来
市
・
雲
南
市
・
奥
出
雲
町
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
、
新
た
に
「
出

雲
國
た
た
ら
風
土
記
〜
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
〜
」
と
し
て
、
文

化
庁
の
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
た
た
ら
と
い
う
わ
が
国
固
有

の
も
の
づ
く
り
の
技
術
と
人
財
の
生
成
・
発
展
、
そ
し
て
今
日
ま
で
の
波

及
経
路
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
単
に
鉄
の
技
術
史
の
み
な
ら
ず
、
今

日
の
日
本
の
産
業
発
展
や
産
業
集
積
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で

も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
関
係
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
早
期
の
全
容

解
明
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

＊ 

本
稿
は
、
拙
稿
「
中
国
・
九
州
に
お
け
る
産
業
遺
産
と
産
業
集
積
の
連

関
に
関
す
る
一
考
察
」
名
城
大
学
地
域
産
業
集
積
研
究
所
『
調
査
・
研

究
報
告
書
（
二
〇
一
〇
年
度
）』、
二
〇
一
一
年
七
月
、
の
一
部
に
、
そ

の
後
の
実
地
調
査
を
踏
ま
え
て
大
幅
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。 

 

注 

 （
１ 

）
赤
松　

要
「
我
国
羊
毛
工
業
品
の
貿
易
趨
勢
」『
商
業
経
済
論
叢
（
名

古
屋
高
商
）』、第
一
三
巻
上
冊
、一
九
三
五
年
七
月
、二
一
〇
ペ
ー
ジ
。 

 （
2 
）
出
雲
市
文
化
観
光
部
文
化
財
課
「
パ
ネ
ル
展
・
田
儀
櫻
井
家
の
遺

跡
と
鉄
が
で
き
る
ま
で
」、
展
示
資
料
、
二
〇
〇
八
年
三
月
一
日
、
於
：

島
根
県
出
雲
市
海
辺
の
多
伎
図
書
館
。 

 （
3 
）
他
方
、
木
炭
は
炭
素
が
主
成
分
で
あ
る
た
め
、
石
炭
や
コ
ー
ク
ス

と
比
較
し
て
硫
黄
や
窒
素
な
ど
の
不
純
物
が
少
な
い
と
い
う
利
点
も

あ
り
ま
す
。 

 （
4 
）
奥
出
雲
の
た
た
ら
で
は
、
鋼
を
多
く
含
む
鉧
塊
を
生
産
す
る
「
鉧

押
し
法
（
三
日
押
し
法
）」
と
と
も
に
、
銑
（
ず
く
）
と
呼
ば
れ
る
銑

日刀保たたら
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鉄
を
生
産
す
る
「
銑
押
し
法
（
四
日
押
し
法
）」
も
発
達
し
ま
し
た
。 

 （
5 
）
深
淵
な
奥
出
雲
の
山
中
を
走
る
Ｊ
Ｒ
木
次
線
は
、「
東
の
岩
泉
線
、

西
の
木
次
線
」
と
言
わ
れ
る
全
線
単
線
・
非
電
化
の
ロ
ー
カ
ル
線
と

し
て
人
気
が
あ
り
（
岩
泉
線
は
二
〇
一
四
年
に
廃
止
）、
途
中
の
「
亀

嵩
駅
」
は
松
本
清
張
の
代
表
作
『
砂
の
器
』
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
、

ま
た
、
駅
舎
内
に
は
本
格
的
な
手
打
ち
の
出
雲
蕎
麦
を
味
わ
え
る

「
扇
屋
そ
ば
」（
日
本
三
大
駅
そ
ば
の
一
つ
）
が
あ
り
ま
す
。 

 （
6 
）
そ
の
他
、
戦
時
中
に
は
日
立
製
作
所
が
新
設
し
た
靖
国
鑪
を
は
じ

め
、
新
設
や
再
開
さ
れ
た
た
た
ら
で
鋼
が
生
産
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
呉

な
ど
に
送
ら
れ
て
軍
事
利
用
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

 （
7 
）
幕
末
か
ら
明
治
期
に
水
車
鞴
が
登
場
す
る
ま
で
、
踏
鞴
や
天
秤
鞴

を
用
い
た
人
力
で
の
送
風
作
業
は
重
労
働
で
あ
り
、「
番
子
」
が
交
代

で
そ
の
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
か
ら
、「
代
わ
り
ば
ん
こ
」
と
い
う
言

葉
が
生
ま
れ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

 （
8 
）
鳥
谷
智
文
「
近
世
後
期
か
ら
明
治
前
期
に
お
け
る
櫻
井
家
鉄
山
経

営
」
島
根
県
奥
出
雲
町
教
育
委
員
会
『
櫻
井
家
た
た
ら
の
研
究
と
文

書
目
録 

― 

櫻
井
家
文
書
悉
皆
調
査
報
告
書
』、
二
〇
〇
六
年
、
所
収
、

六
〇
ペ
ー
ジ
。 

 （
9 
）
山
﨑
一
郎
「
正
徳
四
年
『
覚
書
』
に
つ
い
て 

― 

近
世
前
期
に
お
け

る
櫻
井
家
の
鉄
山
経
営
」
島
根
県
奥
出
雲
町
教
育
委
員
会
、
前
掲
書
、

所
収
、
二
四
、三
三
〜
三
四
ペ
ー
ジ
。 

 

主
要
参
考
文
献
・
資
料 

 

赤
松　

要
『
世
界
経
済
論
』
国
元
書
房
、
一
九
六
五
年
。 

 

赤
松　

要
『
金
廃
貨
と
国
際
経
済
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
四
年
。 

 

黒
岩
俊
郎
「
日
本
の
製
鉄
技
術
史
と
産
業
遺
産
」『
専
修
大
学
社
会
科
学

研
究
所
月
報
』、N

o. 498

、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
。 

 

相
良
英
輔
「
奥
出
雲
た
た
ら
経
営
の
特
徴
」
鉄
の
歴
史
村
地
域
振
興
事

業
団
、
鉄
の
歴
史
村
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
『
鉄
の
歴
史
村
フ
ォ
ー
ラ
ム

2006

』、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
一
日
（
吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）。 
 

相
良
英
輔
先
生
退
職
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
た
た
ら
製
鉄
・
石
見
銀
山
と

地
域
社
会 

― 

近
世
近
代
の
中
国
地
方
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
。 

 

園
部
利
彦
『
日
本
の
鉱
山
を
巡
る 

― 

人
と
近
代
化
遺
産
（
上
巻
）』弦
書
房
、

二
〇
一
五
年
。 

 

中
岡
哲
郎
『
日
本
近
代
技
術
の
形
成 

― 

〈
伝
統
〉
と
〈
近
代
〉
の
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

 

わ
ぐ
り
た
か
し『
地
団
駄
は
島
根
で
踏
め 

― 

行
っ
て
・
見
て
・
触
れ
る〈
語

源
の
旅
〉』
光
文
社
新
書
、
二
〇
〇
九
年
。 

 

鉄
の
歴
史
村
地
域
振
興
事
業
団
『
鐵
の
歴
史
村A

GO
RA
 BO
O
K
S 1

』、

一
九
九
五
年
。 

 

島
根
県
奥
出
雲
町
教
育
委
員
会
『
櫻
井
家
た
た
ら
の
研
究
と
文
書
目
録 

―

 

櫻
井
家
文
書
悉
皆
調
査
報
告
書
』、
二
〇
〇
六
年
。 

 

島
根
県
多
伎
町
教
育
委
員
会
『
田
儀
櫻
井
家 

― 

田
儀
櫻
井
家
の
た
た
ら
製

鉄
に
関
す
る
基
礎
調
査
報
告
書
』、
二
〇
〇
四
年
。 

 
絲
原
家
・
絲
原
記
念
館
、
資
料
。 

 
奥
出
雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
、
資
料
。 

 

櫻
井
家
・
可
部
屋
集
成
館
、
資
料
。 

 

田
部
家
・
鉄
の
歴
史
博
物
館
、
資
料
。 

 

安
来
市
和
鋼
博
物
館
、
資
料
。  
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